
                   

「空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関 

す
る
協
定
」を
市
と
締
結 

 

３
月
27
日
、
羽
生
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
羽
生
市
と
「
空
家
等
の
適
切
な
管
理

に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。 

こ
の
協
定
は
、
市
内
に
存
す
る
空
家
等
が
放

置
さ
れ
、
管
理
不
全
状
態
と
な
る
こ
と
の
防
止

を
目
的
に
、
市
は
、
広
報
紙.

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通
じ
「
空
き
家
の
管
理
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

を
紹
介
す
る
等
広
く
周
知
を
図
り
、
セ
ン
タ
ー

は
チ
ラ
シ
や
管
理
に
必
要
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
料

金
表
等
の
作
成
、
整
備
を
進
め
、
所
有
者
の
注

文
に
応
じ
、
管
理
（
就
業
）
を
行
う
。
両
者
は

相
互
に
連
携
・
協
力
し
て
良
好
な
生
活
環
境
の

保
全
、
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

寄
与
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

協
定
の
調
印
式
は
市
長
公
室
に
て
行
わ
れ
、

市
か
ら
河
田
市
長
、
三
枝
副
市
長
、
立
花
経
済

環
境
部
長
、
岡
村
環
境
課
長
他
が
、
当
セ
ン
タ

ー
か
ら
渡
邉
理
事
長
、
町
田
副
理
事
長
、
斉
藤

事
務
局
長
、
五
月
女
次
長
が
出
席
し
ま
し
た
。 

第
６
回 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り 

多
彩
な
催
し
に
３６０
名
超
が
来
場 

交
流 

去
る
２
月
19
日(

日)

、
第
６
回
羽
生
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
（
同
実
行
委
員

会
企
画
）
が
開
催
さ
れ
、
会
場
の
パ
ー
プ
ル
羽

生
は
会
員
や
市
民
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
３
６
０

名
超
で
埋
ま
り
、
互
い
に
親
睦
・
交
流
を
深
め
、

演
芸
・
作
品
展
の
鑑
賞
や
昼
食
・
土
産
店
・
抽

選
会
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
一
日
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。
▼
３
面
＝
熱
気
溢
れ
た 

第
６
回
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り 

 

バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
「
ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン
」 

が
熱
演
＝
飯
田
実
行
委
員(

理
事)

撮
影 

 健
康
・交
通
安
全
講
座 

開
催 

業
務
安
全
委
員
会
主
催
の
「
健
康
・
安
全
講

習
会
（
講
座
）
」
が
３
月
６
日
午
後
、
ワ
ー
ク

ヒ
ル
ズ
羽
生
を
会
場
に
開
か
れ
、
会
員
約
60

名
が
参
加
、
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。 

羽
生
総
合
病
院
消
化
器
外
科
部
長
江
下
先

生
か
ら
は
「
大
腸
が
ん
は
切
ら
ず
に
治
る
時
代

で
す
」
を
テ
ー
マ
に
最
新
の
大
腸
が
ん
の
治
療

法
を
、
ま
た
羽
生
警
察
署
巡
査
部
長
澤
野
先
生

か
ら
は
「
高
齢
者
に
多
い
交
通
事
故
の
防
止
」

に
つ
い
て
分
か
り
易
い
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

定
時
総
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
！ 

定
時
総
会
は
年
一
回
開
催
す
る
重
要
な
会

員
の
全
体
会
合
で
す
。
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
「
平
成
29
年
度
定
時
総
会
」
の
日
程

等
が
第
６
回
理
事
会
で
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
議
案
書
等
は
事
前
に
配
布
し
ま
す
。 

や
む
を
得
ず
欠
席
予
定
の
会
員
は
事
前
に
「
委

任
状
」
ま
た
は
「
議
決
権
行
使
書
」
を
事
務
局

あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

◇
日 

時 

平
成
29
年
６
月
23
日
（
金
） 

 
 

 
 

午
後
１
時
30
分
よ
り 

◇
場 

所 

ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生 

大
会
議
室 

セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念 

自
主 

自
立 

共
働 

共
助 

 

公益社団法人 羽生市シルバー人材センター 

〒348-0053 埼玉県羽生市南 5丁目 19-5 
電話 048(563)3680  FAX. 048(563)3616 
Ｅ-mail  hanyuu＠sjc.ne.jp 
企画･編集 広報委員会 

いきいき はにゅう 

 
 

（１）             いきいきはにゅう シルバーだより   第 38号       平成 29年 4 月 20日           

会員約 60名が受講した健康・交通安全講座。

この関心深いテーマに、質問も多く出されま

した＝ワークヒルズ羽生、齋藤(哲)職員撮影 

署名を終え、「協定書」を掲げる河田晃明

羽生市長(左)と渡邉孔夫センター理事長。 

＝3月 27日 市長公室、五月女次長撮影 

桜の後は藤・つつじ、様々な草花が辺りを彩

ります。「つつじ」の名前の由来は筒状に咲

く、次々と続いて咲く、など諸説が。漢字表

記は「躑躅」、難しい。 

 



理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
６
回 
理
事
会 

平
成
29
年
３
月
16
日
開
催 

■
議 
事 

▽
議
案
第
24
号 

会
員
の
入
会
の
承
認
に
つ
い
て 

（
平
成
28
年
11
月
29
日
～
29
年
３
月
９

日
）
▽
議
案
第
25
号 

 

代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執

行
状
況
報
告
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
26
号 

 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て 

▽
議
案
第
27
号 

 

臨
時
職
員
就
業
規
程
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
28
号 

 

特
定
費
用
準
備
資
金
等
取
扱
規
程
に
つ
い

て ▽
議
案
第
29
号 

平
成
29
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
30
号 

 

平
成
29
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
31
号 

 

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
32
号 

 

平
成
29
年
度
定
時
総
会
の
日
時
及
び
場
所

等
に
つ
い
て 

■
報
告
事
項 

①
会
計
監
査
の
報
告
に
つ
い
て 

②
平
成
29
年
度
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の

専
決
処
分
に
つ
い
て 

③
第
６
回
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
に
つ
い
て 

■
そ
の
他 

今
後
の
日
程
に
つ
い
て 

 

職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正 

理
事
会
は
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の｢

１
時
間
当
た

り
給
与
額｣

の
算
出
を
、
労
基
法
施
行
規
則
第

19
条
に
拠
り
行
う
と
す
る
方
法
に
、
規
程
の
一

部
改
正
を
承
認
し
た
。  

 

こ
れ
は
、(

公
財
）
い
き
い
き
埼
玉
が
傘
下
の
セ

ン
タ
ー
に
発
し
た
、
適
正
な
賃
金
管
理
の
順
守

統
制
を
目
的
と
し
た
「
通
達
」
に
基
づ
く
。
な
お

当
セ
ン
タ
ー
職
員
の
場
合
、
該
給
与
額
は
、
従
来

の
方
法
に
比
し
大
差
は
な
い
。 

 ｱ

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 
 
 
 
 
 
 

■
新
入
会
員
の
ご
紹
介 

 

今
般
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
、
新
た
に
入

会
さ
れ
た
12
名
の
皆
さ
ん
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
平
成
28
年
11
月
29
日
～
３
月
13
日
） 

  

中
澤 

末
廣 

さ
ん 
（
下
新
郷
） 

 

田
口 

 

勝 

さ
ん 

（
中
央
） 

 

正
田 

達
男 

さ
ん 

 

（
上
新
郷
） 

蓮
見 

正
昭 

さ
ん 

 

（
上
手
子
林
） 

丹
野 

厚
子 

さ
ん 

 

（
発
戸
） 

三
ツ
木
潤
子 

さ
ん 

 

（
北
） 

西
田 

ユ
キ 

さ
ん 

 

（
東
） 

中
條
は
る
み 

さ
ん 

 

（
本
川
俣
） 

漆
原 

英
子 

さ
ん 

 

（
弥
勒
） 

井
澤 

保
雄 

さ
ん 

 

（
東
） 

新
井 

秀
夫 

さ
ん 

 

（
下
新
郷
） 

中
谷 

初
江 

さ
ん 

 

（
西
） 

  
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

■
配
分
金
の
支
払
日 

４
月 

21
日 

（
金
） 
 
 

５
月 

19
日 

（
金
） 

６
月 

21
日 

（
水
） 

 
 

７
月 

21
日 

（
金
） 

８
月 

21
日 

（
月
） 

■
入
会
説
明
会
予
定
日 

５
月
17
日 

・
６
月
21
日 

・
７
月
19
日
・ 

８
月
18
日 

 

※
開
催
日
は
原
則
、
毎
月
第
３
水
曜
日
で
す
。 

 

セ
ン
タ
ー
職
員
人
事 

 
 

 

【
昇
任
】 

４
月
１
日
付 

主
幹
兼
事
業
係
長(

事
業
係
長)

 
 

小
野 

孝
行 

【
採
用
】 

４
月
１
日
付 

臨
時
職
員 

 
 
 

〈
再
任
〉 

 

鈴
木 

陽
美 

 

同 
 

 
 

  
 

〈
新
任
〉 

 

嶺
村 

弥
生 

【
退
職
】 

３
月
31
日
付 

 
 

 
 
 

 

(

事
業
係
主
任)

 
 

原
田 

玲
子 

 
 
 
 

 
 
 

 

◇ 

新
任
ご
挨
拶 

嶺
村
弥
生
（
み
ね
む
ら
や
よ
い
） 

 
 

 
 

 

４
月
１
日
よ
り
、
羽
生
市
Ｓ
Ｃ
に
お
世
話 

 

に
な
っ
て
お
り
ま
す 

嶺
村
と
申
し
ま
す
。 

 

春
日
部
市
Ｓ
Ｃ
で
の 

勤
務
経
験
を
生
か
し
、 

頑
張
り
ま
す
の
で 

会
員
の
皆
様
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 

 

ｱ

業
務
安
全
委
員
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

業
務
安
全
委
員
会
（
小
林
秋
男
委
員
長
）
で

は
、
２
月
３
日
、
羽
生
市
消
防
本
部
に
て
「
救

急
救
命
講
習
会
」
を
開
催
、
体
育
館
や
市
民
プ

ラ
ザ
、
パ
ー
プ
ル
羽
生
、
市
役
所
庁
舎
な
ど
公 

共
施
設
に
管
理
代
行
就
業
す
る
会
員
21
名
が

受
講
し
ま
し
た
。
講
師
は
消
防
本
部
職
員
が
勤

め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

３
時
間
に
わ
た
る
講
習
は
、
数
班
に
分
か
れ

会
員
同
士
が
互
い
に
、
ま
た
人
形
、
機
器
を
用

い
、
本
番
さ
な
が
ら
の
「
実
技
」
と
な
り
ま
し

た
。
大
型
商
業
施
設
内
で
傷
病
者
を
発
見
し
た

場
合
な
ど
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で

は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
初
期
手
当
、

心
肺
蘇
生
実
技
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
操
作
な
ど
真
剣
そ
の
も
の
。
緊
迫
感

漂
う
体
験
実
習
と
な
り
ま
し
た
。 

閉
講
後
、
受
講
者
に
「
救
急
救
命
講
習
修
了

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

心
肺
蘇
生
模
擬
訓
練 

「
心
停
止
」
の
傷
病
者 

を
発
見
し
、
直
ち
に
胸
骨
圧
迫
、
人
工
呼
吸
を 

開
始
。
ま
た
周
囲
の
方
に
は
、
救
急
車
の
手
配 

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
運
搬
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。 

 
 

＝
防
本
部
講
習
会
場 

渡
邉
理
事
長
撮
影 

 

平成 29年 4 月 20日        いきいきはにゅう シルバーだより   第 38号            （２）            



熱
気
溢
れ
た
シ
ル
バ
ー
祭
り 

第
６
回
シ
ル
バ
ー
祭
り
は
、
総
合
司
会
を
阿

部
信
行
実
行
副
委
員
長
が
担
当
し
、
町
田
尚
武

実
行
委
員
長
の
挨
拶
で
開
幕
し
ま
し
た
。 

ご
来
賓
の
川
田
晃
明
羽
生
市
長
（
当
セ
ン
タ

ー
顧
問
）
か
ら
は
、
会
員
の
励
み
と
な
る
ご
祝

辞
を
頂
戴
し
、
カ
ラ
オ
ケ
を
も
ご
披
露
い
た
だ

き
、
満
場
は
拍
手
喝
采
で
し
た
。 

■
カ
ラ
オ
ケ
大
会 

祭
り
を
リ
ー
ド
す
る
恒
例
の
「
カ
ラ
オ
ケ
大

会
」。
今
回
は
14
名
が
出
場
。
接
戦
を
制
し
て 

の
優
勝
者
は
「
望
郷
酒
場
」
を
唄
っ
た
岡
安
忠 

男
会
員
。
豪
華
な
賞
品
を
手
に
し
ま
し
た
。 

準
優
勝
が
「
安
芸
の
宮
島
」
田
中
明
美
会
員
、

三
位
は
「
南
部
蝉
し
ぐ
れ
」
の
橋
本
勝
一
会
員
。

特
別
賞
に
は
、
秩
父
市
Ｓ
Ｃ
副
理
事
長･

久
保

清
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は 

同
愛
好
会
・
鈴
木
孝
雄
会
長
が
名
調
子
の
司
会 

を
務
め
ま
し
た
。 

■
演 

芸 
 

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
グ
ル
ー
プ
の
迫
力
あ

る
演
舞
に
、
祭
り
は
最
高
潮
（
写
真
㊤
）。 

バ
ン
ド
演
奏
は
、
お
馴
染
み
ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ

イ
ン
の
皆
さ
ん
。
メ
ン
バ
ー
の
当
セ
ン
タ
ー

前･

現
事
務
局
長
の
飯
塚
正
美
・
齋
藤
一
郎
さ

ん
も
大
活
躍
。
田
沼
バ
ン
ド
マ
ス
タ
―
の
軽
妙

な
ト
ー
ク
も
ま
た
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

■
昼
食･

餅
調
理 

昼
食
の
「
カ
レ
ー
う
ど
ん
」
「
稲
荷
寿
司
」

な
ど
計
３
０
０
食
を
大
忙
し
で
調
理
し
た
の

は
11
名
の
女
性
会
員
。
来
場
者
は
、
有
志
会

員
が
花
で
飾
り
付
け
し
た
テ
ー
ブ
ル
で
、
満
足

気
に
食
し
て
い
ま
し
た
。 

 

■
野
菜･

土
産
販
売 

野
菜
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況
。
販
売
に
供 

 

 

し
た
ネ
ギ
、
大
根
、
カ
ブ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
里 

芋
な
ど
は
会
員
や
一
般
市
民
か
ら
の
あ
り
が

た
い
提
供
品
。
好
評
完
売
し
ま
し
た
。 

土
産
コ
ー
ナ
ー
で
は
目
玉
の
「
搗
き
た
て
あ

ん
こ
＆
き
な
粉
餅
」
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
調

理
の
皆
さ
ん
は
も 

ち
ろ
ん
、
販
売
担 

当
会
員
も
多
忙
を 

極
め
ま
し
た
。 

(

写
真
㊦
＝
売
切 

れ
目
前
の
売
店)

 

な
お
、
当
コ
ー 

ナ
ー
は
さ
い
た
ま 

市
Ｓ
Ｃ
岩
槻
事
業 

所
と
、
昨
年
に
引 

き
続
き
秩
父
市
Ｓ 

Ｃ
に
遠
路
の
協
賛 

出
店
を
頂
き
ま
し 

た
。
感
謝
で
す
。 

■
作
品
展
示 

作
品
展
会
場
は
、
会
員
・
ご
家
族
・
関
係
者

の
写
真
、
工
芸
品
、
絵
画
、
和
洋
品
な
ど
力
作

で
埋
ま
り
、
来
場
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
、
し
き

り
で
し
た
。
▼
４
面
＝
第
６
回
祭
り
作
品
紹
介 

■
お
楽
し
み
抽
選
会 

お
待
ち
か
ね
高
当
選
確
率
の
「
お
楽
し
み
抽

選
会
」
。
会
場
は
超
満
員
と
な
り
、
当
選
番
号

発
表
の
都
度
、
歓
声
と
溜
息
が
入
り
混
じ
り
ま

し
た
。 

■
閉
会
式 

抽
選
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
閉
会
式
。
渡
邉

孔
夫
理
事
長
の
謝
辞
・
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、

午
後
３
時
過
ぎ
、
祭
り
は
盛
会
の
う
ち
に
閉
幕

し
ま
し
た
。 

寒
い
中
を
一
日
、
車
利
用
の
お
客
様
に
「
効 

率
駐
車
」
を
案
内
し
た
担
当
会
員
。 

皆
さ
ん
の
協
力
と
活
躍
は
セ
ン
タ
ー
発
展
の 

原
動
力
で
す 

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

第
６
回
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
開
催
に
際
し
、
協

賛
賜
り
ま
し
た
企
業
、
材
料
調
達
や
野
菜･

花

鉢
の
提
供
、
作
品
出
品
、
調
理
、
運
営
等
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
会
員･

市
民･

他
市
Ｓ
Ｃ･

会

場
関
係
の
皆
様
、
お
陰
様
に
て
シ
ル
バ
ー
ま
つ

り
を
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第
６
回
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り 

実
行
委
員
会
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局 

祭
り 

協 

賛 

会 

社
（
順
不
同
） 

 
 株

式
会
社 

東
亜
酒
造 

株
式
会
社 

湖 

池 

屋 

サ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社 

昼食メニューのカレーうどんや稲荷寿司、土産の餅な

どが大好評！完売に。調理に大活躍の女性会員と、応

援頂いた役･職員関係者の皆さん  ＝飯田理事撮影 

 

シルバー祭り初出演“よさこい羽生”の皆さんによ

る「よさこいソーラン踊り」。グループメンバーでも

ある菅原会員ら８名が大熱演。西村グループ代表の

パフォーマンスに会場は大いに沸きました。 

  ＝主会場、小野職員撮影 
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就
業
先
訪
問
⑧ 

 
 

お
仕
事
中 

失
礼
！ 

 

東
京
イ
ン
キ
㈱ 

 

清
掃･

容
器
洗
浄
他 

大
沼
工
業
団
地
の
一
角
に
東
京
イ
ン
キ
㈱

羽
生
工
場
が
あ
る
。
こ
こ
は
印
刷
イ
ン
ク
と
、

合
成
樹
脂
着
色
剤
他
を
生
産
し
て
い
る
。 

こ
の
工
場
内
で
会
員
の
猪
山
、
田
沼
、
図
斉
、

長
谷
部
、
伊
藤
の
５
名
の
皆
さ
ん
が
、
早
仕
舞

い
だ
が
ほ
ぼ
連
日
就
業
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

仕
事
は
、
女
性
会
員
が
事
務
所
や
工
場
内
外
、

社
員
用
浴
室
の
掃
除
。
男
性
は
ポ
リ
容
器
の
洗

浄
、
空
き
缶
潰
し
な
ど
。
ど
れ
も
積
極
的
に
作

業
し
て
い
る
。 

会
社
の
社
是
は
、
「
和
を
も
っ
て
尊
し
と
な

す
」
。
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
、
Ｓ
Ｊ

Ｃ
の
基
本
理
念
「
共
働
・
共
助
」
に
も
相
通
じ

る
。
「
工
場
長
は
じ
め
社
員
の
皆
さ
ん
に
は
親

切
に
よ
く
し
て
頂
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

長
期
就
業
の
猪
山
会
員
が
話
し
て
く
れ
た
。 

今
日
も
、
感
謝
と
貢
献
の
精
神
で
仕
事
に
励

む
会
員
諸
兄
姉
。
明
朗
活
発
な
そ
の
姿
は
健
康

そ
の
も
の
、
輝
き
を
放
つ
。 

会
社
の
制
服
に
て
就
業
。
＝
４
月
12
日
、
東 

京
イ
ン
キ
㈱
休
憩
所
、
齋
藤
(哲)
職
員
撮
影 

６
th
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り 

出
展
作
品 

① 

第
６
回
目
の
シ
ル
バ
ー
祭
り
「
創
作
展
」
。

今
回
も
会
場
に
会
員
と
関
係
者
の
力
作
が
並

び
、
見
る
者
に
深
い
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
そ

の
記
録
画
像
の
中
か
ら
、
広
報
委
が
独
断
で
選

ん
だ
作
品
を
本
紙
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

お
楽
し
み
下
さ
い
。 

 

■
工 

芸 

「
籐 と

う

の
花
」 

三
ツ
木
潤
子
さ
ん 

 

■
工 

芸 

「
屏
風 

～
想
い
の
ま
ま
に
」 

長
谷
川
安
子
さ
ん 

 

<

コ
メ
ン
ト>

草
花
や
木
の
葉
な
ど
を
専
用
シ
ー
ル

に
挟
み
、
重
し
を
し
て
「
押
し
花
」
に
。
吸
湿
乾
燥

後
に
シ
ー
ル
ご
と
障
子
に
貼
り
付
け
し
ま
し
た
。
素

材
の
変
色
防
止
に
気
を
遣
い
ま
す
。 

■
写 

真 

「
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
・
丸
沼
高
原
」 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

飯
田 

 

馨
さ
ん 

 

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り 

 
 

 

バ
ー
デ
ィ
ク
ラ
ブ 

 
 

「新
春
コ
ン
ペ
」を
開
催 

当
ク
ラ
ブ
は
２
月
18
日
、
栃
木･

佐
野
ゴ
ル 

フ
ク
ラ
ブ
に

て
会
員
16
名
の
参
加
を
得
て
、
こ
の
と
こ
ろ 

定
着
し
た
「
ハ
ン
デ
ィ
方
式
」
新
春
コ
ン
ペ
を

開
催
し
ま
し
た
。 

寒
さ
が
残
る
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

参
加
者
は
次
第
に
熱
の
こ
も
っ
た
好
プ
レ
ー

を
披
歴
、
時
の
経
過
を
も
忘
れ
シ
ョ
ッ
ト
に
集

中
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
コ
ン
ペ
の
上
位
入
賞
者
と
成
績
は
次

の
通
り
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

優
勝 

金
子 

 

薫 

（
G

83･

O

43
・
I

40
） 

二
位 

竹
田
宇
吉
郎 

（
G

90･

O

43
・
I

47
） 

 
 

 
 

三
位 

寺
田 

功
雄
（
G

109･

O

57･

I

52
） 

な
お
、
次
回
は
４
月
27
日
、
佐
野
ク
ラ
シ

ッ
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

▼
桜
花
は
和
の
風
景
。
漸
く
２
～
３
輪
が
咲
い
た
下

で
、
待
ち
か
ね
た
花
見
。「
団
子
」
の
用
意
は
抜
か

り
な
く
、「
宴
」
は
無
問
題
。
桜
前
線
の
北
上
速
度

は
１
日
３
０
数
㎞
と
か
。
今
日
も
各
地
に
親
睦
の
輪

を
広
げ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

▼
４
月
３
日
、
事
務
所
は
始
業
早
々
よ
り
、
お
客
様

の
電
話
や
来
所
で
大
わ
ら
わ
。
大
半
が
植
木
剪
定
の

予
約
注
文
。
有
難
い
こ
と
で
す
。
職
種
を
問
わ
ず
、

先
輩
達
の
努
力
が
今
日
に
繋
げ
て
い
ま
す
。 

▼
就
業
は
会
員
の
健
康
維
持
・
増
進
に
有
効
と
の
説
。

仕
事
に
拍
車
が
か
か
り
、
や
が
て
夏
場
を
迎
え
る
こ

の
時
期
、
就
業
先
・
自
宅
を
問
わ
ず
、
怪
我
や
事
故
、

熱
中
症
に
も
注
意
を
。
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

 

広
報
委
員
会 

本
紙
を
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
！ 

 

ネ
ッ
ト
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の

方
は
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
、「
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」
既
刊
号
を

フ
ル
カ
ラ
ー

．
．
．
．
．
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

<作者コメント> 材料は直径１～

3mm の籐。ぬるま湯に漬け、柔らか

くしなやかにした後、編みその後、

着色します。30数年続けています。 

<コメント>去年の７月早々、丸沼高

原ロープウエイ「天空のロックガー

デン」で薄紫色の、可憐に咲くこの

花に出会いました。 

防寒コートに身を包みスタート前の「全員集

合」。この後、ホットな「戦い」が和気藹々

中、繰り広げられた。＝栃木・佐野ゴルフク

ラブ、齋藤さん撮影 

平成 29年 4 月 20日       いきいきはにゅう シルバーだより   第 38号            （４）            


